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「奈良県エネルギービジョンの推進」 
（目 次） 

  

Ⅰ 奈良県エネルギービジョンについて 
 

Ⅱ 再生可能エネルギー等の普及 
 

Ⅲ 奈良の省エネ・節電スタイルの推進 
 

Ⅳ 緊急時のエネルギー対策の推進 
 

Ⅴ エネルギー施策による地域振興について       



（１）エネルギービジョンの基本方針と導入目標 
◇目的：エネルギー自給力の向上（需要と供給両面からの取組） 
◇基本方針 
  ①多様な再生可能エネルギー等の普及拡大 
   を図ります。 
  ②奈良の省エネ・節電スタイルを推進します。 
      ③緊急時のエネルギー対策を推進します。 
  ④エネルギーで地域振興（まちづくり、観光振興、 
   農村振興、産業振興等）につなげます。 
 

◇計画期間 
   「平成２５年度から平成２７年度までの３年間」 
 

◇本ビジョンの目標 
  ①供給面からの目標 
    「平成２７年度の再生可能エネルギーの設備容量を平成２２年度比の 
     ２．７倍を目指します。」 
  ②需要面からの目標 
    「平成２２年度の電力使用量から５％削減した状態を平成２７年度まで 
     維持します。」 
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 Ⅰ  奈良県エネルギービジョンについて 



　再生可能エネルギーの導入目標

設備容量 単位 設備容量 単位 設備容量 単位 ２２年度比 単位

49,985 kW 70,051 kW 147,571 kW 3.0 倍

375 kW 375 kW 575 kW 1.5 倍

7,060 kW 7,290 kW 7,290 kW 1.03 倍

61 kW 61 kW 61 kW 1.0 倍

- kW - kW - kW - 倍

57,481 kW 77,777 kW 155,497 kW 2.7 倍

バイオマス発電

風力発電

地熱発電

合　計

平成２２年度実績 平成２４年１２月時点 平成２７年度目標

太陽光発電

小水力発電
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（２）エネルギービジョンの推進に向けた取り組み 

１ 多様な再生可能エネルギー等の普及拡大 
 （１）太陽光発電 の普及拡大 
 （２）小水力発電の普及拡大 
 （３）バイオマスの利活用 
 （４）風力発電、地熱発電の普及拡大 
 （５）エネルギーの高度利活用 
 

２ 奈良の省エネ・節電スタイルの推進 
 

３ 緊急時のエネルギー対策の推進 

【推進体制】 
○「エネルギー政策課」創設 
○庁内検討体制 
  （７つのＷＧを設置し推進） 

【Ｈ２５予算】 
○４７０，２８０千円 
 （平成２４年度比 約２．５倍） 
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（１）太陽光発電の普及拡大 
◇目標 
  平成２７年度の設備容量：147,571KW（H 22比3倍）  

   （平成２２年度 49,985KW） 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 
 

項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．固定価格買取制度等を活
用した民間太陽光発電事業
等の促進 

【エネルギー政策課】 

【地域産業課】 

①エネルギー政策講演会 【エネルギー政策課】 
  平成２５年８月２３日に奈良商工会議所で開催 
  （講師）京都大学大学院教授 植田和弘氏など 
  ＜進捗＞８月２３日開催 

②民間事業者間における土地・施設（屋根）の貸し付け等に 
かかる県でのマッチング支援を実施予定 【エネルギー政策課】 

  ＜進捗＞８月末の募集開始に向けて準備中 

③新エネルギー等対策資金（制度融資） 【地域産業課】 
  貸付対象者 省エネ、再生可能エネルギーの利用に資す 
           る設備等を導入しようとする者 
  貸付限度額 設備・運転  280,000千円 
  貸付利率   金融機関所定金利 
  貸付期間   設備10年、運転7年 
  ＜進捗＞融資利用実績（７月末） ３件、３４，２００千円 

シャープ桧垣本太陽光発電所(大淀町) 
  平成２５年３月商業運転開始 
  設備容量 ２．１MW 

Ⅱ 再生可能エネルギーの普及 
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項目【担当課】 事業概要（予算額） 

２．家庭用太陽光発電の設置 
 促進 

【エネルギー政策課】 

家庭用太陽光発電設備設置補助事業    １２０,４５０千円 
 補助額 ８０千円／件×１５００件 
 ＜進捗＞上期募集（１，０００件）に対し、７７８件応募 

       下期（残件数）は９／２～９／２０ 募集 

３．公共的施設等への導入 
 促進 

   【エネルギー政策課】 

①公共的施設等への設備導入スキームの検討 
②県有施設への導入促進 
③市町村施設等における導入啓発 
  ＜進捗＞ ７月１８日、環境省「再生可能エネルギー等導入  
         推進基金（グリーンニューディル基金）」等につい 

         て政府要望を実施 

４．農業用施設を活用した発電
施設の導入促進 

   【農村振興課】 

農村資源エネルギー支援事業   １２７,５００千円 

 農業水利施設を活用した再生可能エネルギーによる発電施
設整備や導入検討に要する経費に対し、国の助成制度による
補助を行う。 
  ＜進捗＞桜井市倉橋ため池で、太陽光発電の整備工事 
        に着手予定（２０KW）。 



◆固定価格買取制度を活用した民間太陽光発電の事例 
○稼働中 

 ・シャープ桧垣本太陽光発電所（大淀町：２．１ＭＷ）  本年3月26日稼働 

◆年間予測発電量 
    ＝約204万KWH 
◆約570世帯分相当 
 

※自治会所有地約2.9㌶に
8550枚のパネル 

 ・シャープ美吉野太陽光発電所（吉野町：２．６ＭＷ） 7月19日稼働  など  
 
○今後の稼働予定 
 ・（仮称）花吉野ガーデンヒルズ内メガソーラー（大淀町福神地区：約３ＭＷ）25年度末 
 ・天理市有地（天理市福住：４３㌶）  など 10件 8 



◆公共施設への太陽光発電導入事例 
○御所浄水場 
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太陽電池の種類     多結晶シリコン電池 
公称最大出力      ７９０kＷ 
年間予測発電量    ８１万kＷＨ 
           （一般家庭の２１８世帯分相当） 
モジュール設置枚数  ４，７４０枚 
年間CO2削減量     208ｔ－CO2 

  （石油換算で約195kL （ドラム缶で約975本分）） 
パネルの総面積     ６，２７２ｍ2 

※浄水場では、使用する電気の一部を太陽光発電
で作った電気で賄っています。 

 奈良県産業振興総合センター  ４０ kＷ 
  
 県立図書情報館           ２０kＷ 
 
 県立奈良養護学校         ８０kＷ 
   
 県内公共施設における太陽光発電設備容量  
                 計 １，８５４kＷ 

○その他の公共施設  
     （平成２５年１月１日現在） 

 

奈良県産業振興総合センター 



◆農業用施設を活用した太陽光発電の導入(H25) 

○事業化地区 

農業用施設における太陽光発電、小水力発電を効果の高い地区からモデル的に導入 
 【参考】奈良エネルギービジョン目標（H27)：太陽光発電：147,571kw（内農村資源：20kw） 
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（２）小水力発電の普及拡大 

◇目標 
  平成２７年度の設備容量 ５７５kW（H22比１．５倍） 
               （平成２２年度 ３７５kW） 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 
 

項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．河川、水路等を活用した   
 地域振興に役立つ発電施設  
 の導入促進 

  【エネルギー政策課】 

地域振興に役立つ小水力発電導入支援事業 
                                         6,230千円 
 小水力発電導入可能性調査支援事業 
  補助率等 1/2補助（上限2,000千円） 
  市町村等、県内３カ所に補助（～8/16募集） 
 ＜進捗＞ 公募を締め切り、６件申請。 

２．農業用施設を活用した 
 発電施設の導入促進 
  【農村振興課】 

農村資源エネルギー支援事業  127,500千円（再掲） 

  農業水利施設を活用した再生可能エネルギーによ
る発電施設整備や導入検討に要する経費に対し、国
の助成制度による補助を行う。 
 ＜進捗＞山添村上津ダムで、小水力発電の整備 
       工事に着手予定（７０KW）。 

吉野町殿川地区小水力発電施設（健気君１号） 
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項目【担当課】 事業概要（予算額） 

３．水道施設を活用した発電  
 施設の導入促進 
  【水道局業務課】 

小水力発電導入事業            10,000千円 
 御所浄水場に、小水力発電設備を設置するための
実施設計を行う。 
  ＜進捗＞ 現在、国庫補助申請準備中 

３．水道施設を活用した発電  
 施設の導入促進 
  【地域政策課】 

情報提供 

 経営面からもメリットのある取り組み事例について、
各事業体が参集した会議や県のホームページ等で情
報提供 
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◆固定価格買取制度を活用した小水力発電の事例 

発電能力▶40kw 年間350,000kw/年 
総事業費▶約1億4000万円 

固定価格買取制度による売電 
（20年で約8000万円の利益が出る見込み） 
買取価格▶35.70円（税込）/kwh、20年間 

○生駒市山崎浄水場 

 実施主体は生駒市。 

 水道事業における小水力
発電設備として、上記制度の
認定を受け、運転を開始する
のは全国初。 



◆農業施設を活用した小水力発電の導入例(H25) 

○事業化地区 

農業用施設における太陽光発電、小水力発電を効果の高い地区からモデル的に導入 
 【参考】奈良エネルギービジョン目標（H27)：小水力発電：575kw（内農村資源：70kw） 
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◆県営水道施設を活用した小水力発電の導入事例 
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○広域水道センター （設備容量８０kＷ） H19.4～   

年間201ｔ-CO2の二酸化炭素を削減 

○桜井浄水場 （設備容量１９７kＷ） H22.4～   

年間467ｔ-CO2 の二酸化炭素を削減 



（３）バイオマスの利活用 

◇目標 
  バイオマス利活用の拡大により、電気や熱エネルギーなど 
 多様な再生可能エネルギー等の普及に取り組みます。 

 
 
◇平成２５年度の主な取り組み 
 

項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．木質バイオマスの具体的 
 利活用モデルの検討 

  【奈良の木ブランド課】 

木質バイオマス実証実験事業       ２８，５３７千円 

 再生可能エネルギーとしての木質バイオマスの利用
拡大に向けた実証実験の実施 
＜進捗＞ ペレット製造時のコスト低減の検討及び 
 冬季における熱利用に向け準備中。 

    ・実証実験推進体制の整備 
    ・原料木材（県有林）の搬出 
    ・ペレット製造の実施 
    ・実証実験データの整理等 

ペレットストーブ（今後導入予定） 
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項目【担当課】 事業概要（予算額） 

２．廃棄物再資源化促進計画 
 の策定推進 
  【廃棄物対策課】 

ごみ資源の循環的利用の促進    ４，０００千円  
 廃棄物資源の各種リサイクル(エネルギー化等)につ

いて、再資源化実態調査、他都道府県の先進事例調
査を実施し、今後の施策の方向性を検討。 

 ＜進捗＞ 先進事例調査等実施中 
 

３．公設試験研究機関による 
 研究開発の促進 

  【産業政策課】 

奈良県産業振興総合センターの研究開発の促進 
                         ７５０千円 

 循環型社会形成に向けた、ガスバリア性、強度、耐
熱性等の機能を向上させた高機能プラスチックの開
発等。                     

 ＜進捗＞ ガスバリア効果試験の実施等。 
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◆廃棄物系バイオマス有効利用の事例 
  （廃棄物発電・熱利用） 

○橿原市クリーンセンター 
  発電設備容量 ５，０００kW 
  廃熱ボイラー ３基 

○桜井市クリーンパーク 
  発電設備容量 １，９９０kW 
  廃熱ボイラー ２基 橿原市ホームページ 

平成２４年度実績 
 

◇発電電力量 

 19,001,810kWh 
◇売電電力量 

   8,532,500kWh 



◆木質バイオマスの実証実験事業（御杖村） 

※ 課題である間伐材搬出コスト及びチップ・ペレット化  
 の製造コストの低減に向けた検証を実施 
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（４）風力・地熱発電の普及拡大  
 
 
◇目標 
  風力発電、地熱発電については、県内における風況や 
 温泉地等の条件も厳しく、すぐに具体的な利活用を図る 
 ことが難しいことから先ずは導入可能性について検討します。 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 

項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．小型風力発電の導入可能   
 性検討 

 【エネルギー政策課】 

小型風力発電導入可能性検討          
  エネルギー・環境学習目的で、学校等への小型風 
力発電（太陽光発電とセット）の導入を検討 

２．温泉熱発電の導入可能性  
 検討 

 【エネルギー政策課】 

十津川村における温泉熱発電導入可能性検討事業 
                                             305千円 
 観光振興と災害時にも役立つ温泉熱発電の導入に 
向けた検討会を開催 
 ＜進捗＞ 十津川村に対し、経産省「地熱開発の 

  理解促進事業」補助金申請に向けた支援。 

温泉熱発電 
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（５）エネルギーの高度利活用 

◇目標 
   多様な電気や熱エネルギーの利活用に取り組みます。 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 
 項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．県内におけるエネルギーの 
 高度利活用への取り組み 
 （住宅団地の高度利活用） 

   【エネルギー政策課】 

大淀町福神地区における再生可能エネルギー高度
利活用推進モデル事業            ３００千円 
  メガソーラー、電気自動車、スマートハウスなどを活

用したエネルギーの高度利活用や、緊急時のエネル
ギー対策等のモデル事業実施に向けた検討 
＜進捗＞ 7/31 WG開催準備（災害時の電気自動  

  車活用等について検討） 

１．県内におけるエネルギー  
 の高度利活用への取り組み   
 （工業団地の高度利活用） 

   【エネルギー政策課】 

県内事業者エネルギー利活用の検討事業  
                         ５００千円 

 県内の事業者によりエネルギー利活用検討会を立
ち上げ、事業者の細かなニーズを把握し、工業団地
全体でのエネルギーの利活用の実現を目指す。 
＜進捗＞ 事業実施スキーム、モデル工業団地の 

  検討中 

水素燃料バス 
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項目【担当課】 事業概要（予算額） 

２．コージェネ、燃料電池、蓄  
 電池、スマートハウス等の導 
 入促進 

  【エネルギー政策課】 

コージェネ、燃料電池、蓄電池、スマートハウス等の
導入促進 

 県民や事業者等に対し、国の支援制度の周知等の
普及啓発 
＜進捗＞ 普及啓発の実施方法について検討中 

   （ホームページ、フェイスブック等） 

３．電気自動車、プラグインハ 
 イブリッド車等の導入促進 
  【エネルギー政策課】 
 

電気自動車、プラグインハイブリッド車等の導入促進 

 県民や事業者等に対し、国の支援制度の周知等の
普及啓発 
 ＜進捗＞ 経済産業省「次世代自動車充電インフラ 
  整備促進事業」における充電器設置のためのビ  
  ジョンの策定準備中（補助率が２／３にかさ上げ）。 

４．水素燃料自動車等の導入  
 可能性検討 

  【エネルギー政策課】 

水素燃料自動車及び水素ステーション導入可能性検
討事業                     ３００千円 

 水素燃料電池自動車・バスと水素ステーションを活
用したモデル事業実施に向けた導入可能性検討 
 ＜進捗＞ 
  ・８月６日 水素燃料バス試乗会開催 

  ・検討会開催準備中 20 



項目【担当課】 事業概要（予算額） 

５．太陽熱・地中熱利用の導  
 入可能性検討 
  【エネルギー政策課】 

 

都市部の集合住宅等で太陽熱の給湯利用の普及拡
大の検討                   

 都市部の集合住宅等で太陽熱の給湯利用を促進し、
家庭部門での普及拡大を目指すための検討 
 
地中熱利用の先進事例の収集や導入可能性の検討  
  地中熱利用を促進するため、先進事例の収集や導
入可能性の検討 
 
 ＜進捗＞ 先進事例調査の準備中、関係機関等と 

   の意見交換実施（７／１６） 

６．エネルギー・環境技術関連 
 企業の立地促進 
 【企業立地推進課】 

エネルギー・環境技術関連企業の立地促進 
    「奈良県企業立地基本計画（平成２５年４月）」に 
基づき、以下の補助制度を活用した企業立地の促進 
 ・奈良県企業立地促進補助金（大規模立地） 
 ・奈良県企業活力集積促進補助金（中規模立地）等 
 ＜進捗＞ 「奈良県企業立地基本計画」について、 
   ４月に国の同意を得、「エネルギー・環境技術関 
   連企業」の誘致活動を実施 
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Ⅲ 奈良の省エネ・節電スタイル 
  の推進 
◇目標 
  平成２２年度の電力使用量から５％削減した 
  状態の維持 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 
 項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．奈良の節電スタイルの 
 推進 

   【エネルギー政策課】 

奈良の節電スタイル推進事業     １，３７８千円 
 「奈良の節電スタイル」の普及のため、節電協議会
の枠組みを活用した啓発活動を行う。また、県内の環
境ＮＰＯ等からその普及啓発活動の提案を募り、審査
のうえ事業補助を実施する。 
＜進捗＞  
 奈良の節電スタイルの提案、節電協議会で２５年度
行動計画の策定、夏季節電目標の決定等 
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夏季節電キャンペーン
街頭啓発 
 平成２５年７月１日 
（近鉄奈良駅周辺） 
   

節電スタイル啓発イベント 
平成２５年７月２７日、２８日 
 （イオンモール 
   大和郡山店内） 
   



項目【担当課】 事業概要（予算額） 

２．事業所等への省エネ・ 
  節電対策の支援 

   【エネルギー政策課】 

奈良県製造業者向け省エネ・節電対策補助金 
                       ３０，３００千円  

県内の製造業者が実施する照明機器・動力機器・熱
源機器の省エネ化改修工事、及び需要抑制（デマン
ド監視）装置等の整備に対し補助を行う。 
 補助率等 １５％以内（上限１，５００千円）  
 ＜進捗＞ 

 ・公募を締め切り６件の申請 
 ・予算額に達しなかったため２次募集（8/26～11/1）  

３．県をはじめ市町村による  
 省エネ・節電対策の率先垂範 
   【環境政策課】 

   【エネルギー政策課】 

 

県をはじめ市町村における率先運動  

 県庁における省エネ・節電の取組みの率先運動とし
て、昼休み時間の消灯運動などの取組みを引き続き
行う。市町村にも働きかけを行う。 

 ＜進捗＞ 
  「奈良県庁ストップ温暖化実行計画（第三次） 
  に基づく、県庁内における省エネ・節電等の 
   率先垂範 
  「奈良の節電スタイル」及び「まほろばエコスタイ 

  ル」の市町村への周知 
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◇目標 
   災害発生や計画停電時に人命を守ることを最優 
  先に、拠点となる施設等における電源確保に取り 
  組みます。 
 

◇平成２５年度の主な取り組み 

項目【担当課】 事業概要（予算額） 

１．避難所への非常用発電機  
 の導入に対する支援 
 【防災統括室】【地域福祉課】 

避難所機能緊急強化補助事業（ポータブル非常用発
電機等の整備）  
  避難所分30,000千円  福祉避難所分4,800千円 
 ＜進捗＞  
 ・避難所： 市町村より交付申請書を受理し審査中 
 ・福祉避難所： 市町村に交付申請書提出を依頼中 

２．病院への非常用発電機の   
 導入に対する支援 
 【医療政策部企画管理室】 

災害対応医療施設整備補助事業       20,000千円 
 計画停電対象病院への非常用発電機の導入補助 
  補助率等 1/2補助（上限5,000千円） 
 ＜進捗＞  
 ・公募を締め切り４件の申請 

Ⅳ 緊急時のエネルギー対策の推進 

24 

ＬＰガス発電機の整備（川上村） 



項目【担当課】 事業概要（予算額） 

３．公共施設等の非常用発電  
 機等の導入促進 
 【警察本部交通規制課】 

交通安全施設等整備事業 （H24補正予算） 
 信号機電源付加装置の整備 25基  60,260千円 
 ＜進捗＞  
  平成２５年度内早期発注、契約に向け準備中 

４．電気自動車の緊急時の活  
  用促進【県土マネジメント部  
  企画管理室・道路環境課】 
 

電気自動車の緊急時の活用検討事業   9,560千円 
 土木事務所に電気自動車（３台）を導入 
 ＜進捗＞ 

  電気自動車の導入に向け関係課と調整中  

５．ＬＰガス発電の緊急時の  
  活用促進 
  【エネルギー政策課】 

ＬＰガス発電導入モデル事業 （H24補正予算） 
 十津川高校へ導入するモデル事業   6,000千円 
 ＜進捗＞  
  ＬＰガス発電導入に向け関係課と調整中 
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◆非常用電源の確保について 

① ② 

③ 

①川上村の防災備蓄倉庫７箇所にＬＰガス発電機（0.85KW）と 
 ＬＥＤ投光器等を整備 
②十津川村の避難所である十津川高校にＬＰガス発電機を整備 
③停電時のため主要交差点の信号機に、非常用発電装置 
（信号機電源付加装置）の整備を順次進めます。 
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◆地域振興に役立つ小水力発電の導入例 

広域水道センター（設備容量８０ＫＷ） 

◆吉野町三茶屋地区、殿川地区 
 吉野町小水力利用推進協議会による取組 

「健気君1号機」（H24.12完成） 
自転車の車輪と100円均一のおたまで制作 

地域住民が主体的に取り組むことで、地域の一体感
や活性化につなげている。 

Ⅴ エネルギー施策による地域振興について 

停電時の電力確保など 
27 

エネルギー自給率向上を目指して！ 



県民だより奈良 奈良新聞・月刊奈良 奈良テレビ 街頭啓発等
6月6日 県政ﾌﾗｯｼｭ　製造業向け補助金

6月11日
月刊奈良６月号特集
「奈良の夏の節電スタイル」

環境の日街頭キャンペーン

6月29日
奈良新聞　記事体広告
「奈良の節電スタイル」

奈良新聞募集広告
（ｴﾈﾙｷﾞｰ政策講演会、水素バ
ス試乗会、補助金）

7月1日
県民だより奈良７月号　くらしの手
帳「家庭でできる奈良の節電」

夏季節電キャンペーン
街頭啓発

県民だより奈良７月号
エネルギー政策講演会募集

7月2日 奈良テレビ「ゆう、ドキッ」

県政フラッシュ　節電キャン
ペーンアナウンス毎週月曜

7月12日 県政ﾌﾗｯｼｭ　水素バス試乗会
読売新聞奈良版
水素バス試乗会募集記事

7月20日
奈良そこが知りたい「奈良
らしいエネルギー政策をめ
ざして」

奈良県立大学にてエネルギー政
策課長「奈良県のエネルギー政
策について」講演

8月1日
県民だより奈良８月号　特集「エネル
ギー自給率の向上をめざして」

７月２７日
　２８日

イオンモール大和郡山
啓発イベント

8月10日 奈良テレビ「なら、いいね！」

エネルギービジョン啓発
募集情報

 【フェイスブックの活用】
      （目標：月２～３回、年３０回以上の情報発信）

　　　・節電ノウハウの紹介
　　　・県の事業紹介（公募、事業紹介等）
　　　・市町村事業紹介（公募、事業紹介等）
　　　・民間、団体等の先進事例紹介
　　　・国の補助制度等の公募案内
　　　・節電協議会からの情報提供
        （夏季・冬季電力需給情報、節電スタイルの情報提供等）
　　　・県内の発電所紹介　　など

 【県民だより奈良コーナー の活用（案）】
      （県民だより奈良９月号、１０月号、１月号、３月号）

９月号（残暑向けのテーマ）
　　風・光・熱の上手な活用の提案
１０月号（冬を迎えるにあたってのテーマ）
　　衣食住の見直しの提案
　　県民からのアイデア紹介
１月号（冬本番向けのテーマ）
　　暖房時の節電のコツを紹介
　　一部屋団らん運動の提案
３月号（春を迎えるにあたってのテーマ）
　　引越しや新生活の時期、省エネ家電選びのコツを紹
介。
　　新年度の取組みの紹介
　　（仮称）家庭版における省エネ大賞の募集の案内

 現在までの広報ツール活用状況

 エネルギー政策に関する広報の拡充

奈良県エネルギー政策課奈良県エネルギー政策課

 （フェイスブックイメージ）

 （県民だより奈良8月号特集）

 （県民だより奈良イメージ）

新新

 節電やエネルギー
に関する情報を定期
的に情報発信

（参考）エネルギー政策に係る広報活動の状況 


